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摘要．医薬，食品，精密製晶 な ど工 場製品 へ の 異物昆虫 の 混入防止策 の
一

助 とす る た め ，若 干

の 隙間 の あ るガ ラ ス 小窓 か ら室内へ どの よ うな 昆虫が，夜間の 照明 の 有無や 隣接室の 排気用換

気扇の 稼働 の 有無とどの よ うに 関連 して 侵入す るの か検討した．小室 （浴室） の 小窓 に 隙間 を

作り，同室内の 点灯と消灯を繰 り返 し侵入昆虫を すべ て 捕獲計数した．ま た隣接す る事務室内

の 換気扇 の 稼働 （排気）と停止 を繰り返 して 同様 に 調査 した．侵入虫数 は チ ョ ウバ エ ，ユ ス リ

カ
， ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ ，が 多 く，タマ バ エ ，ヨ コ バ イ，野外性小型 ガが そ れ らに つ い で 多か っ

た．夜間の 点 灯 に よ る侵 入 数 の 増加 は 1．2 〜2．6 倍，隣接 室 の 換気扇 の 稼働に よ る侵入数 の 増加

は 3．1〜4．2 倍あ っ た （点灯中），隣室 の 換気扇稼働時は消灯中も侵入虫 が少 な くな い．こ れ らの

結果 は，あ らゆる 隙間が換気扇 の 影響 で 侵入経路とな る こ とを示 して い る，

キ ー
ワ
ード： 混入昆虫，施設侵入 ハ エ ，チ ョ ウ バ エ ，ユ ス 「丿力，ク ロ バ ネ キ ノ コ バ エ ，換気

Abstract ．　 Moderate　 sized 　 insects　 invaded 　 a　 sma ！！ room （bath　room ）through　 an 　 in−

co 皿 pletely　closed 　window 　depending 　on 　the　operation 　of　a　ventilation 　fan　in　an 　adjacent

rQom ．　Substantial　number 　of　insects　 were 　caught 　even 　with 　no 　illumination　in　the　room

when 　the　fan　was 　running ．　 The 　dorninant　insects　were 　moth 　fiies，　chironomid 　midges ，

fungus　gnatg．　，　gall　midges ，　p！ant 　hQppers，　and 　small 　moths ．　 This　coincides 　with 　a　trend

which 　is　often 　observed 　in　many 　industrial　facilities．
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序 論

　医薬， 食品，精密製品な ど工 場製品 へ の 異物昆虫の 混入防止策の
一助 とす る た め，筆者 は特に 問

題 が多 い微小 な飛来昆虫に注目 し， そ の 室 内へ の 出入 りを検討 して い る．2001 年に行 っ た 実験

（辻 ，
2003 ）に お い て ，閉め られ た窓や ド ア か ら も （わずかな隙間が あ っ て ）微小な昆虫が侵入 し，

そ の 主要因 は換気扇稼働 （室内陰圧化）に伴 う隙間か らの 吸引で あ る こ とや，換気扇 の停止時に は

ガ ラ ス 窓の 隙間か ら屋外へ の再脱出もあ る こ とが示された．今回 2002 年 の 夏 ， 若干の 隙間の ある

ガ ラ ス 小窓か ら室内へ どの よ う な昆虫が侵入する の か ， それ が夜間の 照明 の 有無や隣接室 の排気用

換気扇 の 稼働の 有無 とどの よ うに 関連 して い るの か，よ り詳 しく検討 した の で報告す る．
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材料と方法

　前報同様に して 小室 （浴室 ， 図 1B ）の 小窓 に隙問を作 り （図 2），同室内の点灯 と消灯を繰 り返 し

侵入昆虫をすべ て 捕獲i計数 した，また隣接する事務室内 （図 IA ）の 換気扇 （図 1VF ）の稼働 （排

気）と停止 を繰 り返 して 同様に調査 し，微小な昆虫が夜間 の 照 明や 隣接室の 排気用換気扇の 稼働の

有無 とどの よ うに関連 して 侵入する の か検討 した．
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図 1 実験 に 使用 した家屋 1 階の 平面図 （寸法は セ ン チ メ
ー

ト ル ）

　　 A ： A 室，B：B 室 ，
　 LW ； ガ ラ ス よ ろ い窓，　 VF ： 換気扇
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図 2　ガ ラ ス の よ ろ い 窓 の 各部分 と実験中の 隙間の サ イ ズ
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結 果

1） 連続点灯 と連続換気条件

　点灯 と換気が連続して い る場合の結果を図 3 に 示す．薄暮の 時間帯 （18〜19 時）を除き，19 時

か ら翌 日 1 時まで 毎時 3〜6 匹 の 侵入昆 虫が得 られ，極端な侵入虫数の 変動 はなか っ た．

　侵入昆 虫の 種類は図 4 に示す通 り，チ ョ ウ バ エ
，

ユ ス リカ
， タマ バ エ

，
カ の 順で 多か っ た．
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図 3　連続点灯 と連続換気条件 で の 昆虫侵入状況 （O・− 1時 は 消灯）
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図 4　図 3 の 実験結果 の 侵入昆虫
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2） 換気扇 の 稼働と停止

　図 5，6 に換気扇の 稼働 と停止を繰り返 した結果を示す．こ れ に よ る と，侵入昆虫の 数は換気時間

中に多く，換気扇停止時間中に は少なか っ た， こ の 傾向は ， 点灯中 も消灯中に お い て も同様で あ っ

た．侵入昆虫 は 1 の 実験と ほ ぼ 同様 に チ ョ ウ バ エ ， ユ ス リカ，タ マ バ エ な どが多か っ た．

3） 点灯と侵入 昆虫数

　連続換気条件下に お け る侵入昆虫数 に対す る点灯 と消灯 の 影響を図 7， 8 に示す．両実験 に お い

て，点灯時間中には侵入昆虫数が増加するが ， 必ず しも極端に 増加せず，消灯中もか な りの 数が認

め られた．

　図 7 の 0〜8 時 （消灯中）の 間の 換気扇停止中は捕獲虫数が ゼ ロ で あ っ た （グ ラ フ で は略）．消灯
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図 8　点灯 と消灯の 繰 り返 し実験結果 （連続換気扇条件下）〔2）

し換気扇停止中の 捕獲虫数が ゼ ロ とな っ た こ とは ， 前報で 指摘 したよ うに ， そ の 間に侵入 した と し

て も ， 屋外の 明か りに誘引され て 脱出 した可能性が高い．

4＞ 侵入昆虫 の 種類

　図 5 の 実験中に得 られた侵入昆虫 の 類別頻度を図 9 に 示す．

　侵入虫数はチ ョ ウ バ エ
，

ユ ス リカ ， ク ロ バ ネキ ノ コ バ エ
， が多く， タ マ バ エ

，
ヨ コ バ イ ， 野外性

小型 ガが そ れ ら に っ い で 多か っ た，

　隣接室 の 換気扇の 稼働に よ る侵入数の 増加は，点灯時にお い て 3．1倍 （図 5）お よび 4．2倍 （図 6）

で あ り．
一

方 ， 夜間の 点灯 に よ る侵入数の 増加は，連続換気状況に おい て 2．6 倍 （図 7）およ び L2

倍 （図 8） で あ っ た ，す なわ ち換気扇 の 影響 の 方が 明 らか に 強く示 された．
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　　　　　　　　　 図 9 窓の 隙間か らの 侵入昆虫類別頻度 （6 月 3〜4 日 捕獲昆虫）

5） 総合考察

　上記の ごと く，隣室の 換気扇稼働時は消灯中 も侵入 虫が少な くな い ．前報 （辻，2003 ） と併せ，

こ れ らの 結果は ，あ らゆ る隙間が換気扇の 影響で 侵入経路とな る こ とを示 して い る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文　　　献
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